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1 水の圧縮性

水はふつう非圧縮性流体として扱うが，厳密には多少の圧縮性がある．水の状態方

程式として，次式のテイト (Tait)の状態方程式が用いられる．

V = V0 − C log
B + p
B + p0

(1)

ここで，pは圧力 [bar]，p0 は参照圧力 [bar]，V，V0 はそれぞれ p，p0 における水の

体積である．B，Cは定数である．
定数 B，Cは，Liにより次のように与えられている [1] [3]．

C = 0.3150V0

B = 2.668.0 + 19.867T − 0.311T2 + 1.778 × 10−3T3
(2)

ここで T は温度 [◦C]である．定数を C′ = C/V0 とおけば，式 (1)は次のように書け
る．

V
V0

= 1 − C′ log
B + p
B + p0

(3)

圧力 p，p0 における水の密度をそれぞれ ρ，ρ0 とすると，水の密度 ρは次式により

得られる．

ρ = ρ0
V0

V
(4)

Macdonaldにより，式 (1)の簡易式が次式で与えられている [2]．

V
V0

= {1 + nβ0(p − p0)}−1/n (5)
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ここで，β0 は p0 における圧縮率，n は定数である．圧縮率は体積弾性率の逆数であ
る．定数 nは，水の場合 6 ∼ 7程度の値である．
圧縮率 βは，次式で計算できる [1]．

β =
0.4343C′

B + p
V0

V
(6)

2 海水の圧縮性

海水の状態方程式は，Liにより次式で与えられている [1] [3]．

V = V0 − (1 − S × 10−2)C log
B∗ + p
B∗ + p0

(7)

ここで，Sは重量百分率で表した海水の塩度である．B∗ は次式で与えられる．

B∗ = 2670.8 + 68.9656S + (19.39 − 0.703178S)T − 0.233T2 (8)
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